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エコアクション２１ 

環環境境活活動動レレポポーートト  
２０１１年度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

対象期間：２０１１年５月１日～２０１２年４月３０日 



１ 

１．会社概要 
１）会社概要と業務内容 
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２）環境管理責任者及び担当者連絡先 
代表責任者 

環境管理責任者 
代表取締役 桐原 正明 

担当者 業務部 マネージャー 矢嶋 修一 
 
３）対象範囲（認証・登録範囲） 
電気、自動車、通信機器の機能部品のめっき加工 

 
４）ＥＡ２１運営組織図 

  

｜事業の内容  より小さな部品への精密めっき 

・銅めっき 
・ニッケルめっき 
・硬質クロムめっき 
・銀めっき 
・金めっき 
・ロジウムめっき 
・パラジウムめっき 
・錫めっき 
・無電解ニッケルめっき 

めっき 
・研磨加工 
バレル研磨 
バフ研磨 

 
・特殊加工 
脱脂処理 
キリンス処理 
熱処理（ベリ銅の析出硬化処理） 

加 工 

社 長 
環境管理責任者 

事務局 

法定管理者 

安全衛生環境委員会 
（ＩＳＯ推進委員会） 

製 造 部 

技 術 部 

業 務 部 

品質保証課 



３ 

２．方 針 

私たちは、地球環境の重要性を認識し、資源の有効活用と環境負荷の軽減に努

めます。また、環境と調和した活動を続け、次の世代へ伝えていきます。 

環境方針 ～Harmony with the Earth for Future 

私たちは、表面処理の技術と成果をとおして、新たな価値を創造します。 
これにより、社員とお客様の幸せを築き、よりよい社会づくりに貢献します。

企業理念 ～Working with Pleasure 

１．当社は、環境汚染を防止するため、事業活動によって環境に与える影響を的確に捉え、

関連する環境の法規制及び当社が同意するその他の要求事項を遵守し、自主的改

善目標を立案し、継続的に環境保全に取り組みます。 

 

２．環境マネジメントシステムについて環境内部監査を実施し、自主管理によるシステム

の継続的な改善を推進します。 

 

３．事業活動に伴い、環境に著しい影響を与える可能性のある下記項目に関して継続的

に減量化・リサイクル及び管理強化に積極的に取り組み、環境目標の設定、実行及

び見直しの実施に全ての社員が参加します。 

１）化石燃料・エネルギー 

２）廃棄物（スラッジ） 

３）水 

４）紙 

５）化学物質 

６）グリーン購入 

７）温室効果ガス 

 

４．防犯、安全衛生対策を万全にし、定常時、非定常時、緊急時のいずれの場合も環境

に与える負荷が、最小限になるように汚染の予防に努め、経済的に可能な限り予防

措置及び対応方法を定め、訓練を実行します。 

 

５．環境改善を実行し維持するための環境教育を、全ての社員及び当社の為に働く全

ての人に実施し環境方針の理解と 環境に関する意識向上を推進します。 

 

６．高田川に隣接した立地条件を認識し、水と自然を大切にする活動を通し、地域住民

とコミュニケーションを図り地域社会に貢献します。 

 

７．この方針は、社内外に公開します。 

２００９年５月１５日 

株式会社 エルグ 

代表取締役  桐原 正明 

環境保全活動 ～Environmental conservation activities 
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３．環境目標とその実績 
１）環境負荷の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

主要項目 ２００９年度 ２０１０年度 ２０１１年度 

排出係数 0.339 0.425 0.384 

実 績（ｔ） ７９０ ９３４ ７７０ 

前年比（％） １１１．４ １０７．３ ９０．８ 

二酸化炭素排出量 
※基準年（１９９０年）実績 

：１，０６０（ｔ） 

基準年比（％） ７４．５ ８０．０ ７２．６ 

実 績（ｔ） １７ １０ ８．７ 
廃棄物排出量（一般） 

前年比（％） １９０．５※２ ５８．８ ８７．０ 

実 績（ｍ３） ３６，８９３ ４１，７１８ ３２，７３１ 
総排水量 

前年比（％） １０４．１ １１３．１ ７８．５ 

実績（ｔ） １８４ ２１１ １９７ 

前年比（％） ８４．８ １１４．７ ９３．４ 

実績（ｋℓ） ３５ ２０ １８ 

前年比（％） ２０５．９ ５７．１ ９０．０ 

化学物質使用量 

平均前同比（％） １４５．３ ８５．９ ９１．７ 

実 績（ｔ） １４（６．８※１） １９※１ ２１※１ 
無機汚泥※１ 

前年比（％） ６７．５ １３５．７ １１０．５ 

※１ 埋立処分を廃止、有価物として再資源化し廃棄物ではなくなりました。 
※２ 一般廃棄物は全て再資源化しております。 

自主項目 ２００９年度 ２０１０年度 ２０１１年度 

産業廃棄物リサイクル率 
（総排出量比） 実績（％） ７６．８ １００ １００ 

実績（ｔ） ７５９ ８４８ ８２２ 事務用 

（ＰＰＣ等） 前年比（％） １０５．１ １１１．７ ９６．９ 

実績（ｔ） ３１０ ３７５ ３５８ 
紙使用量 

梱包材 
前年比（％） １０４．７ １２１．０ ９５．５ 

弊社は、２００３年７月からＩＳＯ１４００１、２００９年７月よりエコアクション２１に基づく

「環境活動」を実施してまいりました。 
以下に、２００９～２０１１年度の環境活動をご報告致します。 

弊社のキャラクターエルちゃんです。 
アライグマはものを水に浸して洗うしぐさをすることをご存知で
しょうか。だからアライグマなのです。 
めっきは水洗いの繰り返し。私達はアライグマのように水洗いをめ
っき術の象徴として、徹底して極めていきたいのです。それからア
ライグマは大変な好奇心のち主でありながら、どんなときでも冷静
に対処できる賢い動物なのです。 
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２）環境目標と評価 
弊社では、３ヵ年の長期計画に基づき、年度毎に短期計画を実施しております。 
長期計画第３次では、目標を達成することが出来なかった項目があり、２０１１年の活動に更なる工夫や
努力が必要になりました。 
下記に、第３次（０８年度を基準とする２００９年～２０１１年）長期計画の進捗状況をご報告します。 

 
４．環境活動計画の内容と評価 

活動目標 １１年度環境活動計画の内容 評価 

二酸化炭素排出量削減 

①もったいない活動推進による社員の意識改革 
②社有車のエコドライブ推進による使用燃料削減 
③廃熱利用によるガス使用量削減 
④待機電力の削減 

 
 
 
 

廃棄物排出量削減 
①包装材のリユース推進 
②一般廃棄物の分別によるリサイクル率増加 

 
 
 

総排水量削減 
①工程内使用水道水の有効利用 
②社員の節水の為の意識改革 

 
 
 

化学物質使用量削減 
①不適合製品の削減 
②処理液の長寿命化 
③材料補給頻度を高め処理液の変動低下 

 

 
一般廃棄物 
リサイクル率増加 

①リサイクルパトロールの実施（分別ミスによる混入の管理） 
②廃棄物分別の徹底 

事務用 ①社内 LAN整備によるペーパーレス化推進 
紙使用量 

梱包材 ①リユース推進、簡易包装推進 

 
 
 
 
 

主要項目 ２００９年度 ２０１０年度 ２０１１年度 

目 標 （０８年度比） 
（基準年比） 

▲１％ 
▲５％ 

▲１％ 
▲６％ 

▲１％ 
▲６％ 

判 定 （０８年度比） × × ○ 

二酸化炭素排出量 
※基準年（１９９０年）実績 

：１，０６０（ｔ） 
（基準年比） ○ ○ ○ 

目 標 （０８年度比） ▲１％ ▲２％ ▲１％ 
廃棄物排出量 

判 定 ○ × ○ 

目 標 （０８年度比） ▲２％ ▲０．５％ ▲０．５％ 
総排水量 

判 定 × × ○ 

目 標 （０８年度比） ▲１％ ▲１％ ▲１％ 
化学物質使用量 

判 定 × ○ ○ 

※グリーン購入については、０３年より実施しており、現在は継続項目としての活動を実施しております。 
※自らが生産・販売・提供する製品及びサービスに関しては、上記主要項目が直接関係しており、更に化学
物質を適正に管理すること、不適合製品の削減を活動の目標としております。 

自主項目 ２００９年度 ２０１０年度 ２０１１年度 

目 標 （前年比） ＋１０％ ＋１０％ ＋１０％ 一般産業廃棄物 
リサイクル率 
（総排出量比） 判 定 ○ ○ ○ 

目 標 （前年比） ▲１％ ▲１％ ▲１％ 
事務用 

判 定 × × ○ 

目 標 （前年比） ▲１％ ▲１％ ▲１％ 紙使用量 

梱包材 
判 定 × × ○ 




